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Ⅰ 調査の概要 
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１ 調査目的 

 小中一貫校の新設にあたり、対象校（道泉小、深川小、古瀬戸小、東明小、祖母懐小、

祖東中、本山中）となる児童生徒の保護者、対象校区の未就学児の保護者、市内全校の教

員、それぞれの立場のみなさまの意向を把握し、今後のより良い教育環境づくりに生かし

ていくことを目的としています。 

 

２ 調査方法等 

 ■保護者を対象としたアンケート調査 

  ①児童生徒の保護者 

   調 査 校：小学校 5 校（道泉小、深川小、古瀬戸小、東明小、祖母懐小） 

        中学校 2 校（祖東中、本山中） 

   調査方法：学校を通じてアンケート調査票の配布・回収 

   調査時期：平成２８年１１月 

   対象者数：８６３人 

 

  ②未就学児の保護者 

   調査対象：対象校区の未就学児の保護者 

   調査方法：郵送配布・郵送回収 

   調査時期：平成２８年１１月 

   対象者数：５４３人 

 

 ■教員を対象としたアンケート調査 

   調査対象：市内全校の教員４役 

   調査方法：学校を通じてアンケート調査票の配布・回収 

   調査時期：平成２８年１１月 

   対象者数：１２１人 

 

３ 回収結果 

 対象者数 有効回答数 回収率 

保護者対象アンケート 1,406 818 58.2% 

教員対象アンケート  121 116 95.9% 
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４ 調査項目 

 ■保護者を対象としたアンケート調査 

調査項目 

１．回答者の属性 

２．小中一貫校新設の認知度について 

３．小中一貫校の新設にあたり気になることについて 

４．小中一貫校の教育内容について 

５．小中一貫校の施設整備について 

６．小中一貫校に期待する効果について 

 

 ■教員を対象としたアンケート調査 

調査項目 

１．回答者の属性 

２．小中一貫校の新設にあたり気になることについて 

３．小中一貫校の教育内容について 

４．小中一貫校の施設整備について 

５．小中一貫校に期待する効果について 

６．小中一貫校の開校に向けて学校現場で検討すべき課題について 

 

５ 報告書の見方 

・ グラフにおける比率はすべて％（パーセント）で表し、小数点以下第２位を四捨五入し

て算出しています。したがって、各項目の構成比の合計は必ずしも 100％にならない場

合があります。 

・ 本文中の比率は、小数点第 2位以下を四捨五入した数値を表記しています。 

・ 複数回答が可能な設問では、構成比算出の母数は回答者数（票数）とし、その項目を選

び○をつけた人が全体から見て何％なのかという見方をしています。そのため、各項目

の比率を合計すると 100％以上になります。 

・ グラフにおける選択肢や凡例の表現は、趣旨が変わらない程度に簡略化して掲載してい

る場合があります。また、比率の数値が図中に納まらない場合は、小数点以下を四捨五

入により整数化したり、省略したりしている場合があります。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 保護者を対象としたアンケート調査の結果 
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１ 回答者の属性                                 

（１）居住区域（小学校区別） n=818 

 

 

 

（２）子どもの通学している学校  n=818 

 （兄弟姉妹が別の学校に通っている場合は、通っているすべての学校を回答） 

 

 

 

 

31.9 11.2 14.2 21.3 18.0 2.9 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道泉小学校区 深川小学校区 古瀬戸小学校区 

東明小学校区 祖母懐小学校区 その他 

未回答 

21.8 6.1 7.8 10.4 12.6 18.2 10.8 34.5 4.2 0.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0 140.0

道泉小学校 深川小学校 古瀬戸小学校 東明小学校 

祖母懐小学校 祖東中学校 本山中学校 まだ通っていない 

その他 未回答 

（％） 
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（３）子どもの学年（n=818） 

（兄弟姉妹の場合は、それぞれを回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.5 12.8 13.2 10.9 10.1 13.9 12.7 11.4 12.2 10.3 6.0 0.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0 140.0 160.0 180.0

未就学 小学１年生 小学２年生 小学３年生 

小学４年生 小学５年生 小学６年生 中学１年生 

中学２年生 中学３年生 高校生以上 未回答 

（％） 
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２ アンケート結果                                

 

（１）小中一貫校新設の認知度 

小学校５校（道泉小、深川小、古瀬戸小、東明小、祖母懐小）と中学校２校（祖東中、本

山中）の計７校を統合し、新たに小中一貫校として、平成 32 年春の開校に向けた準備を進

めていることをご存じでしたか。  

 

 

 

（n=818） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

95.0 4.8 0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた 知らなかった 未回答 
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【認知度 × 居住学区別】 

 

 小中一貫校新設の認知度について聞いたところ、「知っていた」が 95.0％、「知らなかっ

た」が 4.8%となっており、小中一貫校が新設されることは、概ね認知されています。 

 居住学区別の認知度を見てみると、「知っていた」の割合が一番高いのは道泉小学校で

96.2％ですが、最も低い深川小学校区でも 93.5％であり、居住学区による認知度の差はほ

とんどないと言えます。 

 

 

（１−１）開校予定は、平成３２年４月であることをご存じでしたか。 

（n=777） 

 

96.2 

93.5 

94.0 

95.4 

94.6 

100.0 

3.4 

6.5 

6.0 

4.6 

5.4 

0.0 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道泉小学校区 

（n=261） 

深川小学校区 

（n=92） 

古瀬戸小学校区 

（n=116） 

東明小学校区 

（n=174） 

祖母懐小学校区 

（n=147） 

その他 

（n=24） 

知っていた 知らなかった 未回答 

66.5 32.9 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた 知らなかった 未回答 
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【開校時期の認知度 × 居住学区別】 

  

 小中一貫校新設を認知している回答者に、開校予定年月の認知度を聞いたところ、「知っ

ていた」が 66.5％、「知らなかった」が 32.9%となっています。 

 居住学区別の認知度を見てみると、統合予定の５学区に限れば「知っていた」の割合が

一番高い祖母懐小学校で 73.4％、最も低い道泉小学校区で 62.2％となっています。その他

の学区の回答者の認知度は 54.2%であり、統合予定の５学区に比して認知度が低いと言え

ます。 

 

 

（１−２）場所は、東公園内（中山町）であることをご存じでしたか。 

（n=777） 

 

62.2 

65.1 

67.0 

70.5 

73.4 

54.2 

37.1 

34.9 

31.2 

29.5 

26.6 

45.8 

0.8 

0.0 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道泉小学校区 

（n=251） 

深川小学校区 

（n=86） 

古瀬戸小学校区 

（n=109） 

東明小学校区 

（n=166） 

祖母懐小学校区 

（n=139） 

その他 

（n=24） 

知っていた 知らなかった 未回答 

90.2 9.1 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた 知らなかった 未回答 
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【開校場所の認知度 × 居住学区別】 

 

 

 小中一貫校新設を認知している回答者に、新設予定場所（東公園内）の認知度を聞いた

ところ、「知っていた」が 90.2％、「知らなかった」が 9.1%となっています。 

 居住学区別の認知度を見てみると、「知っていた」割合が一番高い東明小学校で 96.4％、

最も低い深川小学校区で 87.2％であり、居住学区により 10％程度の差が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

86.5 

87.2 

92.7 

96.4 

89.9 

87.5 

12.4 

12.8 

7.3 

3.0 

9.4 

12.5 

1.2 

0.0 

0.0 

0.6 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道泉小学校区 

（n=251） 

深川小学校区 

（n=86） 

古瀬戸小学校区 

（n=109） 

東明小学校区 

（n=166） 

祖母懐小学校区 

（n=139） 

その他 

（n=24） 

知っていた 知らなかった 未回答 
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（２）小中一貫校の新設にあたり気になること  

現時点で気になることや心配ごとは何ですか（複数回答 ３つまで） 

（n=818） 

 

【気になること × 居住学区別】 

 

31.5 8.7 6.1 69.2 35.7 14.9 16.0 18.6 27.1 6.8 2.4 

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

小中一貫教育における指導内容 小中合同授業や合同行事 

卒業式などの節目の行事 安全な通学路、通学距離や通学時間 

環境変化に伴う子どもへの影響 地域と学校の連携が難しくなること 

地域に学校がなくなること 学校の跡地活用 

小中一貫校に関する情報の不足 その他 

未回答 

22.2 

39.1 

31.9 

33.9 

42.9 

20.8 

3.8 

4.3 

8.6 

12.1 

17.0 

4.2 

6.5 

3.3 

6.9 

5.2 

7.5 

78.9 

64.1 

69.0 

72.4 

50.3 

70.8 

39.5 

33.7 

35.3 

35.1 

32.7 

29.2 

13.8 

18.5 

14.7 

16.7 

10.9 

29.2 

28.7 

12.0 

11.2 

10.9 

4.8 

25.0 

14.6 

22.8 

25.9 

16.7 

19.7 

12.5 

28.7 

21.7 

24.1 

22.4 

36.1 

29.2 

8.0 

5.4 

2.6 

5.7 

8.2 

16.7 

1.9 

5.4 

3.4 

1.1 

2.7 

0.0 

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

道泉小学校区 

（n=261） 

深川小学校区 

（n=92） 

古瀬戸小学校区 

（n=116） 

東明小学校区 

（n=174） 

祖母懐小学校区 

（n=147） 

その他 

（n=24） 

小中一貫教育における指導内容 小中合同授業や合同行事 

卒業式などの節目の行事 安全な通学路、通学距離や通学時間 

環境変化に伴う子どもへの影響 地域と学校の連携が難しくなること 

地域に学校がなくなること 学校の跡地活用 

小中一貫校に関する情報の不足 その他 

未回答 

（％） 

（％） 
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 新設にあたり気になることを聞いたところ、「通学路に関して」が 69.2％、次いで「環

境変化に伴う子どもへの影響」が 35.7%、「小中一貫教育における指導内容」が 31.5%とな

っています。 

 居住学区別に比較すると、「通学路に関して」気にする割合は、道泉小学校区で 78.9％

であるのに対し、祖母懐小学校区では 50.3％と差が見られました。 

 

 

（３）小中一貫校の教育内容 

どのような教育を充実すれば良いと思いますか（複数回答 ３つまで） 

 

（n=818） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.0 58.1 9.4 34.2 15.0 26.8 17.7 19.4 14.7 6.9 2.9 

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

9年間の系統的な学習による学力の向上 一人ひとりの児童生徒に配慮した指導 

地域の方々が参画する郷土学習 国際交流や小学校低学年からの英語学習 

キャリア教育や職場体験 子どもたちの主体的・対話的な学習 

タブレット端末などを活用したICT教育 小中の児童生徒による異学年交流 

障害のあるなしに関わらず、ともに学ぶ その他 

未回答 

（％） 
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【教育内容 × 子どもの学年別】 

 

 小中一貫校の教育内容の希望を聞いたところ、「一人ひとりの児童生徒に配慮した指導」

が 58.1％、次いで「系統的な学習による学力の向上」が 38.0%、「国際交流や小学校低学年

からの英語学習」が 34.2%となっています。 

 子どもの学年別に比較すると、「一人ひとりの児童生徒に配慮した指導」については小学

１年で 65.7%、以降学年が上がるに従って斬減し中学１年で 49.5%と最も少なくなります。 

 

32.2 

37.1 

27.8 

44.9 

33.7 

36.8 

52.9 

43.0 

44.0 

40.5 

40.8 

62.8 

65.7 

61.1 

56.2 

57.8 

52.6 

57.7 

49.5 

50.0 

53.6 

63.3 

9.0 

6.7 

6.5 

9.0 

12.0 

11.4 

8.7 

7.5 

9.0 

14.3 

14.3 

42.4 

34.3 

41.7 

39.3 

21.7 

28.9 

36.5 

28.0 

24.0 

27.4 

24.5 

14.2 

15.2 

15.7 

12.4 

24.1 

14.0 

11.5 

18.3 

12.0 

9.5 

26.5 

33.4 

29.5 

34.3 

19.1 

22.9 

34.2 

20.2 

25.8 

18.0 

16.7 

16.3 

17.3 

17.1 

21.3 

23.6 

16.9 

19.3 

17.3 

17.2 

16.0 

16.7 

6.1 

17.6 

21.0 

20.4 

22.5 

28.9 

13.2 

16.3 

23.7 

14.0 

21.4 

22.4 

14.2 

18.1 

27.8 

11.2 

13.3 

10.5 

11.5 

10.8 

16.0 

11.9 

16.3 

8.4 

7.6 

3.7 

7.9 

10.8 

7.9 

4.8 

6.5 

7.0 

4.8 

0 

1.5 

2.9 

0.9 

0 

3.6 

6.1 

1.0 

3.2 

6.0 

7.1 

2.0 

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

未就学 

（n=323） 

小学１年 

（n=105） 

小学２年 

（n=108） 

小学３年 

（n=89） 

小学４年 

（n=83） 

小学５年 

（n=114） 

小学６年 

（n=104） 

中学１年 

（n=93） 

中学２年 

（n=100） 

中学３年 

（n=84） 

高校生以上 

（n=49） 

9年間の系統的な学習による学力の向上 一人ひとりの児童生徒に配慮した指導 

地域の方々が参画する郷土学習 国際交流や小学校低学年からの英語学習 

キャリア教育や職場体験 子どもたちの主体的・対話的な学習 

タブレット端末などを活用したICT教育 小中の児童生徒による異学年交流 

障害のあるなしに関わらず、ともに学ぶ その他 

未回答 

（％） 



 12 

（４）小中一貫校の施設整備 

どのような学校施設になれば良いと思いますか（複数回答 ３つまで） 

 

（n=818） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.4 18.1 10.4 18.7 46.7 22.4 22.6 40.6 27.1 6.9 2.7 

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

児童生徒が異学年で交流できるスペースの確保 地域の人たちと交流や活動できるスペースの確保 

木やタイル、陶器などを活用した施設 バリアフリーなど障害のある方に配慮した施設 

空調の設置など安全で快適な学習環境の整備 タブレット端末などを活用したICT機器の配置 

学校図書館の充実と地域図書館としての開放 食育の推進に繋がる学校給食の自校調理 

自然環境を生かした、屋外での活動機会の確保 その他 

未回答 

（％） 
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【施設整備 × 子どもの学年別】 

 

 

 小中一貫校の施設整備の希望を聞いたところ、「空調の設置など安全で快適な学習環境」

が 46.7％、次いで「食育の推進に繋がる学校給食の自校調理」が 40.6%、「児童生徒が異学

年で交流できるスペースの確保」が 30.4%となっています。 

 

 

 

 

26.3 

37.1 

26.9 

34.8 

37.3 

21.9 

32.7 

34.4 

32.0 

32.1 

32.7 

19.8 

16.2 

17.6 

15.7 

26.5 

15.8 

16.3 

16.1 

18.0 

16.7 

18.4 

12.7 

7.6 

16.7 

9.0 

7.2 

11.4 

6.7 

10.8 

7.0 

10.7 

6.1 

20.1 

15.2 

20.4 

16.9 

16.9 

15.8 

18.3 

21.5 

17.0 

21.4 

20.4 

46.7 

43.8 

47.2 

53.9 

42.2 

57.0 

52.9 

38.7 

44.0 

39.3 

42.9 

22.6 

21.0 

27.8 

25.8 

24.1 

24.6 

21.2 

18.3 

20.0 

19.0 

18.4 

20.4 

26.7 

22.2 

22.5 

21.7 

20.2 

27.9 

28.0 

19.0 

20.2 

26.5 

43.0 

43.8 

45.4 

41.6 

37.3 

43.9 

39.4 

33.3 

32.0 

36.9 

42.9 

35.6 

26.7 

32.4 

24.7 

31.3 

21.9 

20.2 

26.9 

13.0 

17.9 

28.6 

7.1 

7.6 

5.6 

9.0 

7.2 

6.1 

6.7 

5.4 

10.0 

7.1 

0  

1.2 

2.9 

0.9 

0.0 

3.6 

7.0 

2.9 

0.0 

5.0 

4.8 

6.1 

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

未就学 

（n=323） 

小学１年 

（n=105） 

小学２年 

（n=108） 

小学３年 

（n=89） 

小学４年 

（n=83） 

小学５年 

（n=114） 

小学６年 

（n=104） 

中学１年 

（n=93） 

中学２年 

（n=100） 

中学３年 

（n=84） 

高校生以上 

（n=49） 

児童生徒が異学年で交流できるスペースの確保 地域の人たちと交流や活動できるスペースの確保 

木やタイル、陶器などを活用した施設 バリアフリーなど障害のある方に配慮した施設 

空調の設置など安全で快適な学習環境の整備 タブレット端末などを活用したICT機器の配置 

学校図書館の充実と地域図書館としての開放 食育の推進に繋がる学校給食の自校調理 

自然環境を生かした、屋外での活動機会の確保 その他 

未回答 

（％） 



 14 

（５）小中一貫校に期待する効果 

子どもたちにどのような効果を期待しますか （複数回答 ３つまで） 

 

（n=818） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.4 48.8 25.6 27.1 46.5 44.4 17.6 4.4 6.7 3.4 3  

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

確かな学力の定着と向上 社会的に求められる資質や能力や態度の育成 

学び合いながら、切磋琢磨する機会の充実 異学年交流などによる思いやりや支え合う心の育成 

友だちが増えること、人間性や社会性の育成 部活動の活性化など、健やかな体の育成 

子どもたち一人ひとりの個性の伸長 地域を学び、地域に貢献できる能力や態度の育成 

家庭や地域との連携による子どもの育成 その他 

無回答 

（％） 
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【期待する効果 × 子どもの学年別】 

 

 小中一貫校に期待する効果を聞いたところ、「社会的に求められる資質や能力や態度の育

成」が 48.8％、次いで「友だちが増えること、人間性や社会性の育成」が 46.5％、「部活

動の活性化など、健やかな体の育成」が 44.4%となっています。 

 

 

30.7 

25.7 

37.0 

32.6 

30.1 

33.3 

47.1 

39.8 

33.0 

36.9 

46.9 

53.9 

53.3 

50.9 

47.2 

56.6 

42.1 

56.7 

46.2 

36.0 

34.5 

42.9 

28.8 

27.6 

23.1 

27.0 

27.7 

25.4 

26.9 

10.8 

25.0 

23.8 

30.6 

30.3 

31.4 

28.7 

27.0 

27.7 

18.4 

26.0 

26.9 

24.0 

22.6 

28.6 

47.7 

51.4 

44.4 

50.6 

41.0 

50.0 

43.3 

44.1 

44.0 

45.2 

46.9 

39.3 

47.6 

43.5 

43.8 

47.0 

46.5 

37.5 

55.9 

43.0 

52.4 

44.9 

20.4 

18.1 

23.1 

19.1 

13.3 

20.2 

16.3 

18.3 

10.0 

11.9 

10.2 

6  

4  

5  

4  

4  

4  

2  

5  

3  

4  

2  

8  

4  

8  

4  

10  

3  

6  

3  

9  

7  

12  

2  

2  

5  

2  

1  

5  

2  

6  

6  

6  

0  

2  

4  

1  

1  

6  

6  

1  

0  

6  

5  

6  

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

未就学 

（n=323） 

小学１年 

（n=105） 

小学２年 

（n=108） 

小学３年 

（n=89） 

小学４年 

（n=83） 

小学５年 

（n=114） 

小学６年 

（n=104） 

中学１年 

（n=93） 

中学２年 

（n=100） 

中学３年 

（n=84） 

高校生以上 

（n=49） 

確かな学力の定着と向上 社会的に求められる資質や能力や態度の育成 

学び合いながら、切磋琢磨する機会の充実 異学年交流などによる思いやりや支え合う心の育成 

友だちが増えること、人間性や社会性の育成 部活動の活性化など、健やかな体の育成 

子どもたち一人ひとりの個性の伸長 地域を学び、地域に貢献できる能力や態度の育成 

家庭や地域との連携による子どもの育成 その他 

無回答 

（％） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 教員を対象としたアンケート調査の結果 
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１ 回答者の属性                                 

（１）勤務校 （n=116） 

 

（２）勤務年数 （n=116） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.0 23.3 7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校  中学校  特別支援学校 

0.9 19.0 25.0 55.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10年以下 11年～20年 21年～30年 31年以上 
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２ アンケート結果                                

（１）小中一貫校の新設にあたり気になること 

現時点で気になることや心配ごとは何ですか （複数回答 ３つまで） 

（n=116） 

 

 

【気になること × 勤務校別】 

 

 

 

 

60.3 26.7 9.5 62.1 21.6 30.2 12.9 14.7 19.8 3.4 0.9 

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

小中一貫教育における指導内容 小中合同授業や合同行事 

卒業式などの節目の行事 安全な通学路、通学距離や通学時間 

環境変化に伴う子どもへの影響 地域と学校の連携が難しくなること 

地域に学校がなくなること 学校の跡地活用 

小中一貫校に関する情報の不足 その他 

未回答 

62.5 

63.0 

33.3 

25.0 

29.6 

33.3 

12.5 

3.7 

0.0 

62.5 

63.0 

55.6 

17.5 

25.9 

44.4 

33.8 

18.5 

33.3 

10.0 

18.5 

22.2 

16.3 

7.4 

22.2 

21  

19  

11  

3  

7  

0  

1  

0  

0  

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

小学校教員 

（n=80） 

中学校教員 

（n=27） 

特別支援学校教員 

(n=9) 

小中一貫教育における指導内容 小中合同授業や合同行事 

卒業式などの節目の行事 安全な通学路、通学距離や通学時間 

環境変化に伴う子どもへの影響 地域と学校の連携が難しくなること 

地域に学校がなくなること 学校の跡地活用 

小中一貫校に関する情報の不足 その他 

未回答 

（％） 

（％） 
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 新設にあたり気になることを聞いたところ、「通学路に関して」が 62.1％、次いで「小

中一貫教育における指導内容」が 60.3%となっています。 

 勤務校別に比較すると、小学校と中学校では概ね同様の結果となりましたが、特別支援

学校は「通学路に関して」55.6%、次いで「環境変化に伴う子どもへの影響」が 44.4%と前

者と異なる回答が見られます。 

 

 

（２）小中一貫校の教育内容 

どのような教育を充実すれば良いと思いますか （複数回答 ３つまで）（n=116） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.0 55.2 25.0 14.7 6.9 24.1 25.0 33.6 10.3 0  

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

９年間の系統的な学習による学力の向上 一人ひとりの児童生徒に配慮した指導 

地域の方々が参画する郷土学習 国際交流や小学校低学年からの英語学習 

キャリア教育や職場体験 子どもたちの主体的・対話的な学習 

タブレット端末などを活用した ICT教育 小中の児童生徒による異学年交流 

障害のあるなしに関わらず、ともに学ふ その他 

（％） 
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【教育内容 × 勤務校別】 

 

 

 小中一貫校の教育内容の希望を聞いたところ、「９年間の系統的な学習による学力の向上」

が 69.0％、次いで「一人ひとりの児童生徒に配慮した指導」が 55.2%となっています。 

 勤務校別に比較すると、「９年間の系統的な学習による学力の向上」については小学校

66.3%、中学校 74.1%、特別支援学校 77.8%となっています。「一人ひとりの児童生徒に配慮

した指導」については小学校 58.8%、中学校 51.9%、特別支援学校 33.3%となっています。

なお、「子どもたちの主体的・対話的な学習」については特別支援学校が 55.6%と、小中学

校に比べると高い比率になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.3 

74.1 

77.8 

58.8 

51.9 

33.3 

26.3 

22.2 

22.2 

12.5 

25.9 

0.0 

7.5 

3.7 

11.1 

22.5 

18.5 

55.6 

23.8 

37.0 

0.0 

36.3 

25.9 

33.3 

7.5 

7.4 

44.4 

0  

0  

0  

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

小学校教員 

（n=80） 

中学校教員 

（n=27） 

特別支援学校教員 

(n=9) 

９年間の系統的な学習による学力の向上 一人ひとりの児童生徒に配慮した指導 

地域の方々が参画する郷土学習 国際交流や小学校低学年からの英語学習 

キャリア教育や職場体験 子どもたちの主体的・対話的な学習 

タブレット端末などを活用した ICT教育 小中の児童生徒による異学年交流 

障害のあるなしに関わらず、ともに学ふ その他 

（％） 
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（３）小中一貫校の施設整備 

どのような学校施設になれば良いと思いますか （複数回答 ３つまで）（n=116） 

 

 

【施設整備 × 勤務校別】 

 

 

 

 

59.5 36.2 8.6 32.8 60.3 32.8 23.3 4  12  5  0.9 

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

児童生徒が異学年で交流できるスペースの確保 地域の人たちと交流や活動できるスペースの確保 

木やタイル、陶器などを活用した施設 バリアフリーなど障害のある方に配慮した施設 

空調の設置など安全で快適な学習環境 タブレット端末などを活用した ICT機器の配置 

学校図書館の充実と地域図書館としての開放 食育の推進に繋がる学校給食の自校調理 

自然環境を生かした、屋外での活動機会の確保 その他 

未回答 

63.8 

44.4 

66.7 

35.0 

37.0 

44.4 

10.0 

7.4 

0.0 

32.5 

22.2 

66.7 

61.3 

70.4 

22.2 

30  

52  

0  

25  

19  

22  

6  

0  

0  

11  

11  

22  

6  

4  

0  

1  

0  

0  

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

小学校教員 

（n=80） 

中学校教員 

（n=27） 

特別支援学校教員 

(n=9) 

児童生徒が異学年で交流できるスペースの確保 地域の人たちと交流や活動できるスペースの確保 

木やタイル、陶器などを活用した施設 バリアフリーなど障害のある方に配慮した施設 

空調の設置など安全で快適な学習環境 タブレット端末などを活用した ICT機器の配置 

学校図書館の充実と地域図書館としての開放 食育の推進に繋がる学校給食の自校調理 

自然環境を生かした、屋外での活動機会の確保 その他 

未回答 

（％） 

（％） 
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 小中一貫校の施設整備の希望を聞いたところ、「空調の設置など安全で快適な学習環境」

が 60.3％、次いで「児童生徒が異学年で交流できるスペースの確保」が 59.5%となってい

ます。 

 勤務校別に比較すると、小学校では「児童生徒が異学年で交流できるスペースの確保」

63.8%、「空調の設置など安全で快適な学習環境」61.3％が上位であるが、中学校は「空調

の設置など安全で快適な学習環境」70.4％、次いで「タブレット端末などを利用した ICT

機器の配置」52.0%、が上位となっています。なお、特別支援学校の回答の上位は「児童生

徒が異学年で交流できるスペースの確保」と「バリアフリーなど障害のある方に配慮した

施設」がいずれも 66.7%となっています。 

 

 

 

 

（４）小中一貫校に期待する効果 

子どもたちにどのような効果を期待しますか （複数回答 ３つまで）（n=116） 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.8 44.0 47.4 44.0 43.1 29.3 5.2 14.7 7.8 1.7 

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0

確かな学力の定着と向上 社会的に求められる資質や能力や態度の育成 

学び合いながら、切磋琢磨する機会の充実 異学年交流などによる思いやりや支え合う心の育成 

友だちが増えること、豊かな人間性や社会性の育成 部活動の活性化など、健やかな体の育成 

子どもたち一人ひとりの個性の伸長 地域を学び、地域に貢献できる能力や態度の育成 

家庭や地域との連携による子どもの育成 その他 

（％） 
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【期待する効果 × 勤務校別】 

 

 

 小中一貫校に期待する効果を聞いたところ、「学び合いながら切磋琢磨する機会の充実」

47.4%、「確かな学力の定着と向上」44.8%、「社会的に求められる資質や能力や態度の育成」

44.0%、「異学年交流などによる思いやりや支え合う心の育成」44.0%、「友だちが増えるこ

と、豊かな人間性や社会性の育成」43.1%となっており、この５項目をいずれも回答者のほ

ぼ半数弱が選択している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.0 

51.9 

66.7 

46.3 

33.3 

55.6 

51.3 

48.1 

11.1 

48.8 

25.9 

55.6 

43.8 

55.6 

0.0 

28.8 

33.3 

22.2 

6  

4  

0  

11  

7  

67  

9  

7  

0  

0  

7  

0  

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0

小学校教員 

（n=80） 

中学校教員 

（n=27） 

特別支援学校教員 

(n=9) 

確かな学力の定着と向上 社会的に求められる資質や能力や態度の育成 

学び合いながら、切磋琢磨する機会の充実 異学年交流などによる思いやりや支え合う心の育成 

友だちが増えること、豊かな人間性や社会性の育成 部活動の活性化など、健やかな体の育成 

子どもたち一人ひとりの個性の伸長 地域を学び、地域に貢献できる能力や態度の育成 

家庭や地域との連携による子どもの育成 その他 

（％） 
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（５）小中一貫校の開校に向けて学校現場で検討すべき課題 

小中一貫校の開校に向けて、何を検討すべきだと思いますか （複数回答 ３つまで）（n=116） 

 

 

【検討課題 × 勤務年数別】 

 

 

 

63.8 25.9 25.0 40.5 21.6 25.0 43.1 17.2 22  3  1  

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0

指導計画の作成や教材開発 時間割や日課表の工夫 

年間行事予定の調整 小中学校の教員間の連携、乗り入れ事業 

小中学生の異学年交流の内容 学年区分(6-3 制、4-3-2 制) 

安全な通学路の確保 学校と地域、家庭との連携 

教職員の負担の軽減 その他 

未回答 

0.0 

77.3 

65.5 

59.4 

100.0 

40.9 

27.6 

18.8 

0.0 

22.7 

27.6 

25.0 

0.0 

36.4 

44.8 

40.6 

0.0 

27.3 

24.1 

18.8 

100.0 

22.7 

24.1 

25.0 

0.0 

31.8 

34.5 

51.6 

0.0 

18.2 

6.9 

21.9 

0.0 

22.7 

24.1 

20.3 

7  

2  

0  

2  

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0

10年以下 

(n=1) 

11年～20年 

(n=22) 

21年～30年 

(n=29) 

31年以上 

(n=64) 

指導計画の作成や教材開発 時間割や日課表の工夫 

年間行事予定の調整 小中学校の教員間の連携、乗り入れ事業 

小中学生の異学年交流の内容 学年区分(6-3 制、4-3-2 制) 

安全な通学路の確保 学校と地域、家庭との連携 

教職員の負担の軽減 その他 

未回答 

（％） 

（％） 
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 学校現場で解決すべき課題を聞いたところ、「指導計画の作成や教材開発」63.8%、次い

で「安全な通学路の確保」43.1%、「小中学校の教員間の連携、乗り入れ事業」40.5％とな

っています。 

 勤務年数別で見ると、いずれの勤務年数においても「指導計画の作成や教材開発」が第

一番目となっていますが、２番目の課題は 11〜20 年では「時間割や日課表の工夫」40.9%、

21〜30 年では「小中学校の教員間の連携、乗り入れ事業」44.8%、31 年以上では「安全な

通学路の確保」51.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 自由意見（抜粋） 
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１ 保護者自由意見                                

 

■「実施までのプロセス・合意形成について 

・実際に通う子ども達の意見、その子どもの親の意見を尊重してほしいです。 

・地域の皆さんがモデル校として納得するものをお願いしたい。 

・H32 年春の開校準備が忙しいと思いますが、それまでの期間のフォロー（定期的な学校間交流、

合同の部活動や可能にするための合同の課外活動、移動手段のサポート）にも力を注いでほしい。 

・一部反対の声もあるが少しでも反対される方が納得のいく方向で進めてほしい。 

・学校は地域の家庭にとっても関心が高いものですが、第一は児童生徒にとってどうかということ

を優先してほしいと思います。 

・決定したことや、現状と変わるかもしれないことなど、早く教えて欲しいと思います。 

・保護者ははっきりしないのが一番困る。決まればそれに向かって準備できるのである。早く踏み

込んだ議論の場所が欲しい。 

・一貫校についての視察や勉強・研修が不足していて、知識が追いついていないのでは？ と思い

ました。 

・説明会やアンケートでは小中一貫校をつくることに反対の住民が多数いるが、そのことへの対応

が見えてこない。 

・アンケートをするなら、決まる前にしてほしい。説明会での「合意形成をはかる」を連呼するこ

とも不愉快に感じる。 

・アンケートを実施して何が見えてくるのかが全く分かりません。 

・小中一貫校を進めていくと聞いてから 32 年開校は急ぎ足すぎて、良い学校になるのか、できる

のか心配。 

・該当地域だけでなく、市税を使うのですから、市民全体の問題としてもう一度歩みを止めてじっ

くり住民の声を聞き、再検討していただきたいと思います。 

・とにかく一旦白紙に戻してください。そして一から地域住民とこれからの学校について話し合う

機会を作ってください。 

・役所側からの情報が少なすぎる。地域・学校側・役所側との意見会が少なすぎる。たくさんの人

が参加できるよう、週末に場を作って欲しい。 

・市民や PTA との十分な協議や検討を重ねるとありますが、一方的な説明だけのように思います。 

・かなりの急な話であったので、もっと説明なり話し合いなりを早い段階から始めてほしかったで

す。 

・一貫校建設に関して、情報を知っている人と知らない人との差が大きすぎる。何がどこまで決ま

っているのかが全くわからない。 
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■「市からの情報発信と関係者との情報の共有について」 

・今まで 2回の説明会がありましたが、いずれも平日、夜 7：00 や 7：30 といった時間であり、一

度も参加できていません。 

・このアンケートが届くまで何も知らなかったわけではないが、何の手紙もなかったし、この段取

りでうまくいくのか、少し不安もあります。 

・これから通う未就学の子のいる家庭もしっかり話が聞け、意見を言える場を考えていただきたい。 

・未就園児の保護者などが関わる大切なことなのに、認知度が低すぎると全体的に思います。 

・説明会には二度参加しましたが、自治会の方々が意見を言う中で挙手をして意見を言うのは私に

とってはリスクが高く、意見があっても言えないのが現状でした。 

・教育カリキュラムを早く公表してください。 

・情報公開をもっと早くしてほしい。ホームページなど見られない方もいるので配布物にするとか

もう少し市民全体に伝わるようにしていただきたいです。 

・地域説明会は参加したが、実行前途の中で開催している意思表明がないのでまとまりが悪いと感

じた。意見を聞きながら具体化していくとはいえ、市の考えはすでにあるのでは。 

・ホームページで最新の情報を手に入れるという話を伺ったが、少し分かりにくい。進歩状況や問

題点等を分かりやすく保護者には伝えていただきたい。 

・中 3や小 6での移転となった場合受験や卒業式などどうなるのでしょうか。説明会、アンケート

といろいろありますが、明確なことがよくわかりません。 

・中学校だけ先に合併するという噂などうわさが先行してなにが確かな情報なのかわからず下の子

の進路で迷っている。 

・期待できる情報がないため、不安が大きく子供にも説明できないという無責任な状態です。 

・小中一貫校に関しての情報がとにかく少なくてどれが本当なのか全く分からないです。 

 

■「学校予定地の立地・学校区について」 

・歩道橋、道路、歩道すべて整備してください。 

・歩いて迎えにいけない距離であり、車がない場合どうしたら良いのか？ 

・小学校は近い所にあって欲しいものです。わざわざ遠くまで通わなければならなくなるのがどう

しても納得できません。 

・東公園の辺りまで、遠くなってしまうので通学がとても心配。 

・通学の距離が遠くなり、交通・治安面での不安が強いです。低学年の子に、荷物を持っての 1時

間の徒歩は厳しくないでしょうか？ 

・学校選択制がなければ問題にならなかったと思うことも多々ある。 
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・学校まですごく遠くなる為、子供も親も負担が多くなると思う。 

・建設予定地については、別の場所を考えてほしい。あまりにも遠すぎます。地域から学校がなく

なると、人がいなくなり、子供達（将来）が戻って来なくなります。 

・場所についてどうしても不安な面が多いです。バスはどれくらいのフォローがあるのか、道は安

全なのか（細い道が多いように感じます）また通学の時間の差が勉強時間の差にならないか。 

 

■「登下校について」 

・体育会系の部に入部した際には、自転車通学を認めて頂くようなシステムづくり。 

・通学距離がかなりあるので、スクールバスなどの充実を希望します。 

・歩いて登校することが難しくなると歩く機会が減ってしまうことへの不安が大きい。体を動かし

たり、歩いたりするチャンスをつくれるような環境が欲しい。 

・通学路を歩き、学校まで行く、小学校独特の習慣がなくなってしまうことは残念に思いますが、

触れ合える友達や地域の人が広くなることはとてもいいことだと思います。 

・学校前までのバスなどの整備がないと「もしも」の時や学校に行かなければならないことが多い

と思うので、子供達だけではなく保護者のことも気づかっていただけるといいかと思います。 

・親が送り迎えをしなくてもよいような通学路、通学方法（バス）などを考えていただきたい。バ

スはすべての学区バランスよく利用できるようにしていただきたいです。 

・特別支援学校に入られる方は「距離がどうだからバスに乗れない」とするのではなく柔軟な対応

が必要。 

・押しボタン信号や制限速度など、車の運転する側のための整備も同時にお願い致します。 

・先日説明会でのバス導入予定範囲では距離計算がシビアすぎます。学年によっては段階的に計算

距離を変動させる等柔軟な対応を期待します。 

・具体的なバスルート、内容等の提案がないと賛成できない。配慮すべき点への回答も早めに・・・。 

・通学バスは絶対無料にすべきである。運行は広範囲にすべきである。とにかく安全・安心第一に

考えて欲しい 

・通学について、スクールバスを利用できる地域とできない地域とを分けることを検討中のようで

すが同じ学校へ通うのに不公平だと感じています。 

 

■「学校区のまちづくりについて」 

・若い人に魅力あるまちづくりをして、子育て世代の集まる街にしてください。 

・学校以外のことも問題点がたくさんあると思うのですべて同時進行で進めてほしい 

・学校の施設の整備だけでなく、学校周辺のインフラの整備が必要です。 

・跡地の有効活用について真に意味のある拠点づくりをお願いします。 
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・地域全体を含めた総合的な効果がわかりません。 

・当事者である子供達や保護者の意見や廃校となる小中学校の地域の意見が置き去りにされている。 

・近くに小学校、中学校がないとなったら、こんな子育てのしにくい地域には絶対に住みません。

このままではどんどんこの地域は過疎になっていきます 

 

■「防犯・防災対策について」 

・最近震災が多いので、地盤や建物の安全を確保してほしいです。 

・一貫校になることで、学校周辺に不審者や迷惑行為をするものが増えることを心配している。整

備や防犯対策をしっかりしてほしい。 

・災害時の避難場所が自宅から遠くなるのは困る。 

・災害時の避難はどうするのか？ 子供の人数は少ないが、避難する人はたくさんいます。 

・学校図書館を充実して開放することは、今事件とか多いので不安です。 

 

■「地域と学校との連携について」 

・地域の大人たちとの交流を増やして、地域の文化を学び、社交性を身に付けてほしい。 

・未就学児や高齢者も関わりが持て、地域全体が活気づくような学校ができるといいなと思います。 

・子供一人ひとりがのびのびと地域交流もたくさんできるような学校にしてほしいです。 

・友達が増え、様々な活動ができることはとても良いことだと思います。人間関係でも学習面でも

色々な人と関わることがプラスに働き、より充実した学校生活が送られるからです。 

・地域との関わりが重要であるならば、体育館、グラウンドだけではなく、図書館の開放、地域交

流センターの設置など、他地域の取り組みも参考に開かれた教育施設なるよう希望します。 

・現小学校で行われている地域との行事は大丈夫なのですか 

・学校だけでなく、周辺の住民に迷惑がかかることはないのですか。 

 

■「一貫教育でのカリキュラム・指導内容について」 

・中学部に十分な魅力あるカリキュラムや活動があって欲しいと思います。 

・せっかく新しい学校をつくるなら学習や教育の内容のレベルも上げてほしい。 

・市内では、一貫校は初めてのケースとなります。成長過程では大事な時期になります。指導体制、

内容につきましては、万全な計画、体制を整えて頂き、失敗なきようお願いします。 

・何か特別に新しいことをするのではなく、今の学校にある問題を改善した、学校に行きたいと思

える場所にしてほしいです。 

・小学校のうちから、心の授業に力を入れて、いじめ、不登校などない学校にして欲しいです。部

活動もいろいろ選択できるように種類が増えるといいです。 
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・一貫校になることで人数が増え、学業・スポーツ・行事など協力したり、強調したり、競い合っ

たり、盛り上がったり、少人数ではできなかったりする部分を達成できるように。 

・時代に見合った国際的な学校を目指してもらいたいです。 

・課外授業等を通し学力向上、設備も良く、学力へも力を入れてもらえるのならば、不便性も我慢

できる範囲となる。 

・小中一貫校の教育方針がよくわかりません。今までの小学校・中学校別の場合と何が違うのでし

ょうか？ 

・市内の他の小中学校と指導内容は大きく異なってくるのでしょうか。 

・地域を中心に説明会が行われていますが、参加するのは子育てと関係のない世代が多く、「学校

教育」としての内容が薄いものとなっています。地域の事情よりも今後の教育に重点を置いた説

明が欲しいです。 

・高校受験に影響がでないか心配です。 

 

■「学校・教職員の体制について」 

・スクールカウンセラーの配置について具体的な考えが欲しいです。今年の４月から新しく存在さ

れているようですが、この小中一貫校では専属で配置していただけるのか？ 

・人数が増えることで、人間関係が難しくなってくると思うので、たくさんの大人の目で子どもた

ちを見守れる環境をつくっていってほしいと思っています。 

・教職員間のコミュニケーション能力を高め、年度ごとの注意申し送り事項等、質を上げていただ

きたい。 

・何人の先生が配属されていくのかも不透明で、ちゃんとした学習計画が立てられるのでしょう

か？ 

・細やかな指導で１人１人を大切にしていただいていると感じており、人数が増えるとその良さが

失われるのではないかと思い残念です。 

 

■「児童生徒の心の育成について」 

・小中 9年間ずっと同じコミュニティに属している点が懸念点。積極的に競争の場を取り入れてほ

しい。 

・学力を伸ばす事より、心豊かに相手に思いやり、やさしい心を持てるような教育をして頂けたら

ありがたいと思います。 

・小学生～中学生という体格、知識、力の差の大きい未熟な子たちが 1日約 8時間同じ場所に共存

することにとても不安を感じています。強いものが弱いものを守るというキレイごとは通用しな

い。 
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・６歳から 15 歳の幅広い年齢の児童を養育にあたって、教員の質の向上（柔軟性、対話力等）が

絶対に必要だと思います。 

・小学校卒業の自覚を失わない様にしてほしいです。 

・環境変化に大きな不安がある。ずいぶん生徒数が増えるのでそのために生徒に目が行き届かない

ことがないようにと切に願う。 

・子供達が安全で安心して過ごせる学校にしてほしい。 

・それぞれの地域の子供が集まり友達ができても遠い子達は学校以外で遊べなくなるのはかわいそ

うだし、悲しいです。 

・子供の人数が増えることによっていじめなどが起きた場合、どうしますか？ それが心配です。 

・受験の時期に校舎を移動したりして、うまく人間関係もいくのかすごく不安に思う。 

・小から中へ進学するのに他小学校が合流することがないのはあまりよいとは思わない。良くも悪

くも関わる仲間に変化がないのは気がかりである。 

 

■「開校に向けた特別な配慮について」 

・小学校 2～3 校は行事だけでも合同で試しに実施とかするなどはどうでしょうか？ 

・途中で入学する生徒への配慮、安心して学校生活を始められるようにしてほしい 

・新学校ができ、移動する時に受験を迎える中学生のケアや、急に児童数増加になって戸惑う子供

達のケアもしっかりしてもらいたい。 

・大きな変化になるので、混乱した子供へのケアを充実させて欲しい。 

・高校受験の時期にあたる子供への対応を丁寧にして頂きたいです。 

・高校受験は子供の将来に大きく関わることなので、受験勉強や偏差値、進路指導など、一貫校の

方針やきめ細かい情報やフォローをお願いしたいです。 

・工事期間中の子供たちの学校環境についても情報提供をお願いします。通学路の確保は現時点で

も必要なことだと思うので早急に整備をお願いします。 

・学校が途中で変わるので、子供が慣れるか不安です。 

・開校時の子供達が雑に扱われないか心配。  

・今の開校予定は中学 3年の春となり、一年間だけ学校が変わるのは不安がある。高校受験への影

響があるのではないか。 

■「一貫校独自の取り組みについて」 

・瀬戸市の教育モデル校として、情報発信をしていき、本地区への人口流入を促してほしい。 

・国や県の基準となる事は数多く存在すると思いますが、人員基準にしても、設備にしても、どの

県にも負けないプラス要素を付加価値として増やしていけたらいいと思います。 

・小学校のうちから、心の授業に力を入れて、いじめ、不登校などない学校にして欲しいです。部
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活動もいろいろ選択できるように種類が増えるといいですね。 

・長年続けてきた「もとやま工房」などでのキャリア教育を残して欲しい。 

・色々なものを取り入れすぎることなく、生徒一人一人を大切にした生活を送らせてほしいです。 

 

■「部活動について」 

・たくさんの部活動があるといいな。 

・六年間一度もクラス替えがないとか、部活動が成り立たないとか、そんな狭い世界で子供が生活

していることの方が問題。選択肢は多い方が良いし、広い世界で生き抜く力をつけてほしい。 

・特にスポーツを頑張ってもらいたいから、選べるくらいにして欲しいです。 

・部活動のコーチなど何でも教員にさせるのは負担が大きいと思う。 

・新しい小中一貫校では、すべての部活動において外部コーチをお願いしてみてはどうでしょう。 

・共に学ぶ仲間が減り、部活もその対応に我慢し、新設校の恩恵も受けられないで卒業する子ども

たちがいます。先の子どもたちだけのビジョンだけではなくまず今現在の子どもたちへの対応を

早急かつ公平に行って頂くことを強く望みます。 

 

■「学校行事について」 

・瀬戸市の中心部（尾張瀬戸駅周辺）では様々な活動があると思うので、小中一貫校の教育に生か

されると良いと思います。 

・運動会（小学校）や部活動（中学校）のみを合同で実施してもいいのではないかと思う。 

・学校だけでなく、周辺の住民に迷惑がかかることはないのですか。 

・中 3や小 6での移転となった場合受験や卒業式などどうなるのでしょうか。 

・修学旅行、キャンプ、卒業アルバム等々どうなってしまうの… 

・保護者が参加する行事の時に車で行ってちゃんととめるところがあるのか。 

 

■「施設整備・教育環境づくりについて」 

・新設校には大規模な調理場も設置し、ぜひ自校調理を行ってもらいたいと思います。 

・保護者も学校へ行くことが多いと思いますので、駐車場を充実させ、バスも出してください。 

・隅のない校舎。今までにない学校の形をした新しい学校教育の場。 

・教室数（特別教室）の確保。共同スペースと、各学年に応じた施設を分けて考えてほしい。 

・プールに屋根をつけて欲しい。もしくは、プールを温水プールにして欲しい。 

・色々な設備をつけるのはいいのですが、開校後の維持、管理という点をよく考えて選ぶべき。 

・瀬戸の市民にとっても誇らしい施設になるよう期待しています。ぜひ全国から注目されるような

教育の場になりますように。 
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■「放課後活動・学童等の整備について」 

・働く親に取って放課後の学童クラブが遠いと送迎が必要になります。結局仕事を辞めるか短時間

にするしかない。ぜひ一貫校にモアスクールを一緒につくってほしい。 

・終業後もし学童に通う場合、今までは学区内にあったものが遠くなって、学童への道のりが長距

離になる可能性が心配です。 

・働く親も多いので、モアスクールの整備も必要かと思います。今後の説明会でどのようなモアス

クールが検討されているのかぜひ知りたいです。 

・学童を校内に設置して下さい。 

・学童も、新しい校内ではなく家から近い元学校であった場所につくる等してほしい。 

・学校の敷地内、無理であれば学校周辺のごく近くに学童ができれば親として安心します。 

・小中一貫校となり、学校が変われば、学童がどうなるのかも知りたいです 
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２ 教員自由意見                                 

 

■「実施までのプロセス・合意形成について」 

・早めに開校に向けたロードマップ、スケジュールを公開し、どのように教職員が新設に向け関わ

っていく予定か教えて欲しい。 

・モデル地区以外でのビジョンも示していただけると他地区や教職員の意識も高まるのではないか

と思います。 

・開校までの期間が短く、様々な面での準備が間に合うか心配です。 

・関係学校だけでなく、広く瀬戸市の学校の先生の意見を集めると良い。担任のない 4役（校長・

教頭・教務主任・校務主任）の意見だけではアイデアが不足すると思われる。 

 

■「市からの情報発信と関係者との情報の共有について」 

・モデル地区以外でのビジョンも示していただけると他地区や教職員の意識も高まるのではないか

と思います。 

・できる限り早い時期に新しい学校の青写真を示していただきたいと思います。夢のもてる小中一

貫校の実現が近づいていることをより多くの地域や保護者の方に知っていただきたいです。 

 

■「学校予定地の立地・学校区について」 

・これを機会に瀬戸市の校区の区割りを見直す。 

 

■「登下校について」 

・一貫校でスクールバスが運行されるなら他の地区でも遠距離通学者に対してスクールバスという

選択ができるようにしていただきたい。 

・通学方法が不透明なことが気になってしまいます。効率よく安全に通うことができるといいので

すが。 

・小学校 1年生の子が安全に通学できるのか、できるだけはやくスクールバスの運行計画を出した

方がいいのではないかと考えます。 

 

■「学校区のまちづくりについて」 

・10 年後 20 年後を見据えた学校作りや地域づくりを行って欲しい。 

 

■「防犯・防災対策について」 

・体育館は地下、または二階建てにして、そのうちワンフロアは避難の間の物資の整理と受け入れ
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がすぐできるようにしておく。 

 

■「地域と学校との連携について」 

・地域から地域を学ぶことができるカリキュラムの編成ができるといい。 

・新しい歴史をこれから作っていくのだが、統合されるそれぞれの学校のこれまでの歴史が行かさ

れていくと良いと思う。 

・それぞれ既存の地域文化、団体がありそれらが 7校と結びついていたが、統合によってどうまと

まっていくのか、対応教員の多忙化解消など、地域との結びつく接点も考えていく必要があると

思います。 

  

■「一貫教育でのカリキュラム・指導内容について」 

・地域を大切にできる学校であるといい。 

・学校の教育方針を明確に示し、保護者・地域のニーズに合った活動ができるとよいと思う。 

・全く新たな世界で全てのことを教えていただかないといけないことに不安を感じます。 

・小学校 5、6 年での専科教員による授業など 4-2-3 制を視野に 9 年間の系統的な教育課程を編成

していただきたい。 

・教務主任はもちろんですが、校務や生活指導、児童会などの横のつながりを進め、指導内容や行

事のすりあわせが必要だと考えます。 

・学習内容や行事で一貫校ならではの工夫があるとよいと思います。 

 

■「学校・教職員の体制について」 

・校長は二人おくべき。諸活動や地域保護者対応に関する負担、責任の大きさを考えると二人必要

だと考える。 

・小中一貫校の小学校高学年の授業に中学校の教員が授業に行くということはよい試みである。し

かし、中学校の教員の持ち時間がふえてしまう。小学校教員が中学校で授業をおこなうことも必

要になってくる。 

・開校にともなう教職員の加配を切にお願いしたい。 

・一貫校に勤務する教員が負担過多にならないように願います。 

 

■「児童生徒の心の育成について」 

・「特徴があるべきだ」と言うことに過度にとらわれすぎること無く、子供たちが基本的な学力を

身につけたり、基本的な行事などで得られる社会性などを身につけたりすることを優先すべきだ

と思う。 
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■「一貫校独自の取り組みについて」 

・一貫校のみが飛び抜けてしまっては本末転倒で瀬戸らしい教育とはいえないと思います。どうか

全小中学校で歩調をあわせて準備をしていけたらと思います。 

・小中一貫校と他校の間で格差がないように配慮が必要。 

・英語学習のための特別教室、地域図書館、学童保育、放課後スクールの併設。交流センターの隣

接。 

・日本最先端の学習環境の整備等、瀬戸だけでなく他地域から視察にみえるようなハード面の充実

とともに学習の充実などソフト面も、他をリードする学校をつくってもらうことを期待します。 

 

■「部活動について」 

・先行して行われる祖東、本山の合同部活動の実施にむけて具体的にどのようにするのか早急に知

りたい。 

 

■「施設整備・教育環境づくりについて」 

・６−３制にとらわれず、中学・小学の教員の枠にとらわれず、9年間の教育が理想や計画だけにな

らず実行されていくことを望みます。そのためにも教育、体育館、運動場などの施設を充実させ

て欲しいと思います。 

・ICT の整備は大切だと思います。プロジェクタ、実物投影機、パソコン、無線ＬＡＮなどの全教

室への固定は最低限必要です。 

・研究発表への参加で他県の新しい学校をみる機会が何回かありました。共通している点は教室以

外に余裕のあるスペースが確保されていること、水回りが考えられていることでした。 

・建物、環境、設備についてはこどもたちや教師の声をよく聞いて限られた予算を有効に使ってい

ただきたい。 

・施設面ではゆとりある空間。集会や展示できるスペースを。 

 

■「放課後活動・学童等の整備について」 

・英語学習のための特別教室、地域図書館、学童保育、放課後スクールの併設。交流センターの隣

接。 


